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蛉
鶴珍
，多

摩
防
犯
協
会
会
長

末
吉
　
一
夫

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す皆

様
に
は
、
令
和
六
年
の
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
中
は
、
多
摩
防
犯
協
会
の
事

業
活
動
に
、
会
員
、
多
摩
警
察
署
、
多
摩

区
役
所
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
五
類
感
染
症
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し

て
か
ら
地
域
活
動
が
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
パ
ト
ロ

ー
ル
活

動
、
周
知
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
本
年
は
活
発
に
防
犯
活
動
が
出
来
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
五
年
十
月
に
は
、
当
会
の
相
談
役

守
谷
政
夫
様
が
、
栄
え
あ
る
防
犯
栄
誉

金
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

多
年
に
わ
た
り
防
犯
活
動
の
推
進
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
ご
功
績
に
対
し
顕
彰
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
私
た
ち
に
と
り
ま
し
て
も

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
皆
様
と
と

も
に
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
頂
き
「多

摩
区
が
安
全
で
安
心
な
賑
わ
い
の
あ
る
町
」

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
御
願
い
申
し

上
げ
、
結
び
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
り
ま

し
て
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

，
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「
，

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
よ
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
多
摩
防
犯
協
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
警
察
活
動
全

般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
春
で
警
察

官
人
生
を
卒
業
致
し
ま
す
。
そ
の
特
別
な

思
い
の
中
で
、
年
が
明
け
、
多
摩
区
民
の

た
め
最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
す
と
い
う
強

い
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
多

摩
区
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、　
一
昨
年

と
比
べ
、
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
、
自
転

車
盗
や
侵
入
盗
等
の
窃
盗
犯
の
増
加
が
著

し
く
、
要
因
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
重
人
事
件
に
発
展
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
ス
ト

ー
カ

ー
、Ｄ
Ｖ
、
児
童
虐
待
の

人
身
安
全
関
連
事
案
に
関
す
る
相
談
や
取

扱
い
件
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
今
年
は
川
崎
市
制
百
周

年
と
い
う
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
。
住
民

の
皆
様
が
安
全
安
心
と
幸
せ
を
実
感
で
き

る
、
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
署
員
一
丸

と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。結

び
に
な
り
ま
す
が
、
多
摩
防
犯
協
会

の
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
・ご
支
援
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々

の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

多
摩
警
察
署
署
長

植
松
　
宏
文

多
摩
区
長

藤
井
　
智
弘

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

多
摩
防
犯
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
地
域
に
お
け
る
パ
ト
ロ

ー
ル
活
動

等
、
日
頃
か
ら
の
地
道
で
息
の
長
い
防
犯

活
動
を
通
じ
て
、
犯
罪
の
な
い
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
、
川
崎
市
は
、
市
制
百
周
年
で
ご

ざ
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
区
民
の
皆
様

の
防
犯
に
対
す
る
関
心
は
高
く
、
多
摩
区

役
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
次
の
百
年
に

向
け
ま
し
て
も
、
社
会
の
環
境
の
変
化
を

見
据
え
つ
つ
、
安
全
で
安
心
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
貴
協
会
の
今
後

益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
五
年
十
月
二
十
一
日

（土
）
（こ

の
指
と
ま
れ
２
０
２
３

）
の
ス
ロ

ー
ガ
ン

の
も
と

「第
四
十
六
回
多
摩
区
民
祭

」
が

開
催
さ
れ
た
。
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
少
し

紅
葉
の
始
ま
っ
た
生
田
緑
地
で
午
前
九
時

三
十
分
、
専
修
大
学
吹
奏
楽
研
究
会
の
華

や
か
な
パ
レ

ー
ド
と
素
晴
ら
し
い
演
奏
で

幕
が
開
き
ま
し
た
。
午
前
十
時
濃
沼
実
行

委
員
会
会
長
の
挨
拶
で
開
会
式
が
始
ま

り
、
会
場
に
は
飲
食
・
物
販
・
展
示
な
ど

六
十
三
ブ

ー
ス
が
立
ち
並
び
、
ス
テ

ー
ジ

で
は
十
九
組
が
ダ
ン
ス
や
太
鼓
な
ど
を
演

じ
た
ｃ

防
犯
協
会
は
、
ス
テ

ー
ジ
の
南
側
に

ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。
末
吉
会
長
を
は

じ
め
と
し
て
十
数
名
の
役
員
。事
務
員
が

参
加
、
防
犯
指
導
員
も
十
四
名
、
多
摩
警

察
署
か
ら
も
参
加
し
、
全
員
で
協
力
し
て

自
転
車
ロ
ッ
ク
三
〇
〇
個
。
ア
ニ
マ
ル
ハ

ン
カ
チ
三
〇
〇
枚

。
防
犯
チ
ラ
シ
八
〇
〇

枚
・
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
一
〇
〇
枚
等
を
配

布
し
、
啓
発
活
動
を
し
ま
し
た
。
自
転
車

ロ
ツ
ク
と
ハ
ン
カ
チ
は
人
気
が
あ
り
、　
一

時
間
で
無
く
な
り
ま
し
た
。

四
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
と
な
っ
た
区
民

祭
、
大
勢
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト

も
午
後
三
時
に
西
尾
実
行
委
員
会
副
会
長

の
挨
拶
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

多
摩
防
犯
協
会
　
常
任
理
事
　
原
山
　
修

″ ｀

令
和
五
年
十
一
月
十
五
日

（水
）、
多

摩
区
防
犯
協
会
の
視
察
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
し
ば

ら
く
開
催
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

四
年
ぶ
り
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
、
神
奈
川
県
警
本
部
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。今
回
の
研
修
で
は
、

末
吉
会
長
を
は
じ
め
多
摩
警
察
署
の
生
活

安
全
課
中
村
係
長
と
山
本
係
員
を
含
め
、

総
勢
三
十
五
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

八
時
四
十
五
分
の
多
摩
区
役
所
前
を
バ

ス
で
出
発
し
、
九
時
半
に
は
県
警
本
部
に

到
着
し
ま
し
た
。
県
警
内
で
は
、
今
日
は

説
明
員
が
対
応
で
き
な
い
た
め
、
中
村
係

長
に
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

二
十
階
の
展
望
台
か
ら
は
横
浜
市
街
や

横
浜
港
が
一
望
に
見
渡
せ
、
素
晴
ら
し
い

眺
め
で
し
た
。
展
望
台
の
上
の
屋
上
に
は

ヘ
リ
ポ

ー
ト
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
、
十
八
階
の
交
通
管
制
セ
ン
タ

ー

多
摩
防
犯
協
会
　
遠
藤
　
悟

昼
食
を
横
浜
中
華
街
に
あ
る
ロ

ー
ズ
ホ

テ
ル
内
の
重
慶
飯
店
で
、
四
川
料
理
を
食

べ
た
あ
と
、
横
須
賀
で
日
露
戦
争
の
日
本

海
海
戦
の
連
合
艦
隊
旗
艦

「三
笠

」
を
見

学
し
ま
し
た
．

午
後
二
時
五
十
分
頃
横
須
賀
を
発
ち
、

ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
の
四
時
半
頃
多
摩
区
役

所
に
帰
着
し
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
Ｇ

研
修
当
日
は
、
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、

天
候
に
恵
ま
れ
、
特
に
多
摩
警
察
署
の
中

村
係
長
、
山
本
係
員
に
大
変
お
世
話
に
な

り
、
実
り
多
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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多
摩
防
犯
協
会

相
談
役

政
夫

守
谷

守
谷
政
夫
氏
は
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
の

防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
安
全
で
安
心
な
街
づ

く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
よ
り

防
犯
栄
誉
金
章
を
受
章
さ
れ
、
中
央
大
会
で

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
関

係
者
に
と
り
ま
し
て
も
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

今
後
も
、
防
犯
の
た
め
、
更
な
る
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
防
犯
協
会

監
事

嬉
子

清
水

清
水
嬉
子
氏
は
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
の

防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
安
全
で
安
心
な
街
づ

く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
よ
り

防
犯
栄
き一・昴
翌
テ
乞受
章
さ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
関

係
者
に
と
り
ま
し
て
も
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

今
後
も
、
防
犯
の
た
め
、
更
な
る
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

常
任
理
事

登
志
雄

浅
合
登
志
雄
氏
は
、
永
年
に
わ
た
り
地

域
の
防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
安
全
で
安
心
な

街
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
関
東
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会

会
長
・関
東
管
区
警
察
局
長
連
名
よ
り
防
犯

功
労
者
賞
を
受
賞
さ
れ
、
地
域
安
全
県
民
の

つ
ど
い
で
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
関

係
者
に
と
り
ま
し
て
も
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

今
後
も
、
防
犯
の
た
め
、
更
な
る
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

・
登
戸
南
武
町
会
　
松
本
　
英
嗣

・
石
山
　
元
一

・
宿
河
原
町
会
　
大
津
　
恵
男

士口担物″

――
言
民

―
卜
■

↑

八
重
子

繁
・へ一社魏
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〓
ま
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令
和
五
年
九
月
五
日

（火
）
に
神
奈
川

県
音
楽
堂
に
て
第
五
十
四
回
地
域
安
全
県

民
の
つ
ど
い
が

（公
社

）
神
奈
川
県
防
犯

協
会
連
合
会
、
神
奈
川
県
警
察
の
主
催
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
式
典
で
の
挨
拶
は
、
武
井
副
知

事
、
直
江
県
警
本
部
長
よ
り
、
日
頃
の
防

犯
活
動
に
対
す
る
感
謝
、
今
後
の
防
犯
活

動
に
対
す
る
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
、
令

和
五
年
の
活
動
重
点
と
し
て

「子
供
と
女

性
の
犯
罪
被
害
防
止
、
特
殊
詐
欺
の
被
害

防
止
、
住
宅
、
店
舗
等
に
対
す
る
侵
入
犯

罪
の
被
害
防
止

」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
ｃ

そ
し
て
表
彰
に
移
り
、
精
励
賞
贈
呈
、

感
謝
状
贈
呈
、
表
彰
状
贈
呈
が
防
犯
功
労

団
体
、防
犯
功
労
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
に
お
い
て
も
別
記
、
四
団
体
、
二
名

の
個
人
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
ｃ来

賓
の
祝
辞
に
は
、
神
奈
川
県
議
会
議

長
、
神
奈
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
よ
り

あ
り
ま
し
た
。

決
意
表
明
は
、
受
賞
者
代
表
、
プ
ロ
レ

ス
リ
ン
グ
・
ノ
ア
　
モ
ハ
メ
ド
　
ョ
ネ
様

が

「み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
の

現
実
に
向
け
て
と
、
表
明
さ
れ
、
閉
会
の

言
葉
を

（公
社

）
神
奈
川
県
防
犯
協
会
連

合
会
小
野
沢
副
理
事
長
よ
り
あ
り
閉
会
と

な
り
ま
し
た
ｃ

多
摩
防
犯
協
会
　
会
長
　
末
吉
　
一
夫

第
二
部
　
特
別
公
演
に
お
い
て
は
神
奈

川
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
を
聴
き
、
和
や

か
な
中
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
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―
■
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〓
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癬
晰
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夜間は明るい人通りの多い道を利用しましょう

令
和
五
年
度

◎
全
国
防
犯
協
会
運
合
（

０
神
奈
川
県
防
犯
連
合
会
会
長

県
警
察
本
部
長
連
名
感
謝
状

・
正
田
　
隆
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三
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武
志

活
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て
ｃ秋

の
人
事
異
動
で
防
犯
少
年
係
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
、
五
十
嵐
陸
と
申
し
ま
す
。

私
の
経
歴
で
す
が
、川
崎
臨
港
警
察
署
、

多
摩
警
察
署
で
交
番
勤
務
や
パ
ト
カ

ー
乗

務
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

趣
味
は
、
休
日
に
オ

ー
ト
バ
イ
で
ツ

ー

リ
ン
グ
を
す
る
事
と
、
ジ
ム
で
筋
ト
レ
を

日
課
に
し
て
お
り
ま
す
。

多
摩
警
察
署
の
勤
務
は
三
年
目
に
な
り

ま
す
の
で
、
多
摩
区
の
情
勢
や
、
犯
罪
の

発
生
状
況
、
多
摩
区
の
魅
力
な
ど
、
多
摩

に
か
か
わ
る
色
々
な
事
を
こ
の
三
年
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
多
摩
警
察
署
で
の
勤
務
経

験
を
生
か
し
て
、
防
犯
協
会
の
皆
様
と
共

に
、
多
摩
区
民
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
の

で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

多
摩
防
犯
協
会
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

令
和
五
年
十
一
月
末
現
在
の
多
摩
区
内

・
に
お
け
る
犯
罪
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
暫

定
数
値
で
す
が
、
ご
報
告
し
ま
す
。

①
　
刑
法
犯
罪
認
知
件
は
約
一
・
三
倍
に

多
摩
区
内
の
昨
年
十
一
月
末
現
在
の

刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
八
二
五
件
で
、

前
年
同
期
比
＋
二
〇
九
件
、三
三
・九
％

増
加
し
ま
し
た
。

②
　
自
転
車
盗
が
約
一
・
五
倍
発
生

多
摩
区
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数
を
押

し
上
げ
て
い
る
の
が
、
自
転
車
盗
に
な

り
ま
す
。

自
転
車
盗
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
一

月
末
現
在
で
、
三
〇
二
件
認
知
し
て
お

り
、
前
年
同
期
比
十
九
一件
、
四
三
二
％

増
加
し
ま
し
た
。

自
転
車
を
駐
輪
す
る
際
は
、
必
ず
鍵

を
欠
け
る
と
と
も
に
、
ワ
イ
ヤ

ー
鍵
な

ど
を
用
い
て
、
複
数
ロ
ツ
ク
に
す
る
こ

と
で
、
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
の
注
意
喚
起
を
御
願

い
し
ま
す
。

生
活
安
全
課
長
　
千
葉
　
康
弘

③
　
特
殊
詐
欺
の
被
害
額
が
増
加

特
殊
詐
欺
の
発
生
件
数
は
、
昨
年
十

一
月
末
現
在
で
、
二
九
件
で
、
前
年
同

時
期
と
比
べ
一六
件
減
少
し
ま
し
た
が
、

被
害
額
に
つ
い
て
は
、
約
七
、
六
〇
〇

万
円
で
、
前
年
に
比
べ
約
三
、
四
五
〇

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

電
話
で
お
金
の
話
を
さ
れ
た
ら
詐
欺

を
疑
い
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
く

・

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

防犯少年係

五十嵐? 陸
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★自宅に現金を保管する必要が本当にありますか^
★すぐに大金が必要になつたことが

F ま
でありましたか^

★大切なお金を失つてしまう危険性があります @

サギや強盗の犯人はあなたが自宅に
保管しているお金をねらっています @

役所を名乗つて 。・・ 息子を名乗つて。・・

女性を妊振させて ウイルス対策で
電子マネーが必要s̀lでできます 示談金が必要

特 殊 詐 Y ?? 神?奈 K h l ?県

警

輔

自宅に高額の現金を保管することはやめましょう

★
☆
★

被害防止のポイント
自宅の電話番号を変更しましょう
迷惑電話防止機能付きの電話機を活用しましょう
常時留守番電話に設定し 相手を確認してから電話に出ましょう

第PSS号 令和 U年 P月 P日よナ
（

口
ｕ

Ｘ
‘

七
り

”Ｋ
レ

まナ
（ り

医療費・保険料の還付手続きは絶対に s̀lで はできません @ @

X『
● ●

業者を名乗つて・・・

○ ?災害 G 火 災等H 被害に遭う可能性がある。

○ ?家族が気づかずに捨ててしまう可能性がある。

○ ?保管場所を忘れてしまう がある。

に遭う可能性がある。○ ?犯罪被害 G 詐欺。強盗・

「
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